































































































































































































































































































































































順位 文頭句の文節タイプ 度数 生起率％
1 〈名詞＋は〉 40 15．44
2 〈引帯句〉 36 13．90
3 〈副詞〉 20 7．72
4 〈名詞〉 16 6．18
4 〈感動詞〉 16 6．18
6 〈名詞＋が〉 15 5．79
8 〈名詞＋の〉 15 5．79
















































順位 文末句の文節タイプ 度数 終東率
1 〈動詞＋た〉 49 18．92
2 〈引用句〉 36 13，．90
3 〈動詞〉 34 13．13
4 〈感動詞〉 11 4．25
5 〈名詞＋である〉 10 3．86
5 〈名詞＋でこいます〉 1G 3．86
7 〈動詞凹ます〉 9 3．47
8 〈名詞牽のである〉 6 2．32
文総数瓢259，文末文節タイプ異り数瓢65
　　　　　　　　　　　　　　　またく動詞＋た〉とく動詞〉のいずれかで終
わるものが37．22％を占めている。ただ表2結果と，　謬ストウ夫人」繊の
崎にて」の結果との違いは，『寒山拾得遍に〈引用句〉が多いというほか，『寒
山拾得』では，否定形で終わる文節タイプが上位に来ない，ということである。
これは『寒由拾得雲の文体的な特徴と言える。
　つぎに，ピリオド“．”から，前に来やすい句を順につなげて行くと，
　　①と竺〈名詞＋の〉聾〈名詞＋に〉響〈動詞＋た〉聾．
という文型が得られる（矢印の上の数字は推移確率を示す百分比）。これが綜
山拾得還の，文末句からたどった代表構文ということになる。
　最後に，文末からの樹型の一部を示すとつぎのようになる。
　　　　　　　　　　搬讐「　「　π
168
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦←弓囲句
　　　　　　　　　　　　①←名詞＋ノ←綱＋ヲ繍伽動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①←感動
　　　　①麗逆鱗浬粥罪繍ユ翻デアル
①競闘端麗繍㌃聡llコ名言碑ゴザイマス
　　　　　　　　　①輔．9編款翻‡享：轡詞惣
　　　　　　　①欄＋麓1膨：薯ll伽動詞＋ノデアル…
上のようにすると，例えば〈名詞＋デアル〉，〈名詞＋デゴザイマス〉の前に
は，動詞や形容詞の連体修飾がかかる事が多いといったような，構文にかかわ
る問題が明らかになって来るのである。（実際には，〈名詞＋である〉の場合
がIO例中8例，　〈名詞＋でございます〉の場合が10例中6例まで，動詞・形容
詞・またはそれに助動詞の付いたもので終わっている）。
斑・展開
3・e
　以上述べた方法は，すでに実幣段階にある。あとは入力データソースとして
の各作品のファイルが完成すれば，それぞれの，および全体の処理が出来るの
である。その結果についてはそれが出次第明らかにすることとし，以下で，そ
の方法に手を加えて各種の研究に利灘する構想について述べる。
3・1
　前節で表わした代表構文は，文節タイプ連続の統計結果を電子計算機で打ち
出し，それを手作業で並べて作ったものである。この作業に，代表構文作成ル
ーチンを作って組み込めば，代表構文を自動的に打ち出すようになる。代表構
文作成ルーチン自体は，文節タイプ連続の推移確率の高いものを順につなげて
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行くだけで，それほど囲難はないように思われる。ただ，この場合，つぎつぎ
につなげて行くと途中でもとの所へもどってしまい，永久に繰り返しつづける
（ループする）ケースが考えられる。（注12＞例えば前に「名詞＋ノ←名詞＋ガ」
が現われていて，後の方で「動詞→名詞＋ノ」というものが来ると，また「名
詞÷ノ→名詞＋ガ」がつながるというケースである。機械で代表構文を自動的
に作るには’このループを防ぐために，一度用いた文節タイプは二度目には用
いずに文節タイプ連続の度数がそれにつぐものを用いるとか，同じ文節タイプ
が二度現れたらそれに続く文節タイプを第工位のものにするとかの方法を講じ
ておく必要がある。これらの方法は，一度用いた文節タイプを計算機の中に登
録しておけばよい。
　このようにすれば代表構文を自動的に作成できる。
（注12）このようなループ現象は，データ量の少い場合に起る蓋然性が高く，機械化
　作業と関係がある訳ではない。しかし手作業の場合はループすることが解ってから
　対策を講ずればよいが，機械の場合，ループするのが解るのは，終わりのない文を
　打ち続ける時であるから，それからでは対策が聞に合わないのである。
3・2
　代表構文が出来れば，その自立語部分の品詞にあてはまりやすい単語をあて
はめてみると一種の代表文が出来る。『寒山拾得』の語彙調査の結果（鼠子計
糞機による国語研究V卸45ページ）を，前節の代表構文にあてはめれば，
　①→名詞十ハ→名詞十ノ→名詞十二→動詞十テ→動詞→．
　　　閣は　事の　憎に　ムってみる．
　　　　（1）　（2）　（4）　（1）　（2）
①←名詞＋ノ酔名詞＋二←動詞＋タ←．
閲の　事に　云った．
　〈1）　（2）　（1）
ということになる（カッコ内の数字は品詞内の順位）。この場合，各文節タイ
プごとにはいりやすい単語，例えばヂ名詞＋ハ」の場合の名詞にはどんな語が
多いかを調べて，それをあてはめればもっと精度の高い代置文になるように思
われる。そのためには，別に，原文ファイルから，文節タイプと自立語語形と
を備えたファイルを作成してカウントをしなければならない。
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3・3
　今まで述べた方法および結果は，文節タイプ＝・連続データを諄いたものであ
った。この方法は二つの文節タイプ閲の推移確率によっているのであるが，そ
のために，推移確率の高い所で変化が乏しくなってしまう。代表構文として示
したものが3～5文節と短いのも，接続助詞を持つ文節タイプの度数が低いこ
とに帰因するものと考えられる。
　このような不自然さを少しでも解消するには三連続の文節タイプのデータを
引いた処理を行なうのが一つの方法であろう。
　三連続データをもとにした推移確率にはいろいろな方法が考えられるが，初
期値をABCとすると，次はBCD，さらにCDEという具合に，前のデータ
の後二つと後のデータの前二つを揃えてつなげ，ABCDEという連続を得る
やり方が一番妥当なものと思われる。
　文節タイプ三連続データは二連続データ（ファイル4A，ファイル4B）か
ら作る。二連続データから三連続データを作るには次のようにすればよい訳で
ある。
　　AB
　　BC　ABC　　CD　BCD　　DE　CDE
このやり方で〔例4〕（163ページ）のデータを処理すると次のようになる。
〔例5〕
謁し番号＞
　　1
　2
　3
　4
　5
（第1文節タイプ情報）
¢
〈名詞＋と〉
〈動詞〉
〈名言二十力t・“〉
〈動詞＆たそうである〉
（第2文節タイプ情報）
〈名詞＋と〉
〈動詞〉
〈名言司＋カご〉
〈動詞＋たそうである〉
〈．　〉
（第3文節タイプ情報）
〈動詞〉
〈名詞÷が〉
〈動詞＋たそうである〉
〈．〉
〈＠〉
??????????
??
??
この三連続文節タイプデータの処理も二連続の場合と同じよっにやればよいように思
われるのであるが，第1～第3文節タイプ情報が合計120桁（40×3）あt），ソートの
キー数の限界（88桁）を大幅に越えてしまうので，ソートをすることが出来ない。そ
して，現在まだ，三連続文節タイプデータの処理方法は開発段階にしかない。
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